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木の中の放射性セシウム 
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   2012年の調査結果 
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３．飯舘村の木の中の放射性セシウム 
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５．余談：樹木の伝染病 
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南相馬市 小高区，原町区，鹿島区 

市有地 

スギ，アカマツ，他 

 ・４０～５０年生人工林 

 ・２０１３年新植地 

 

田村市 都路町 

シイタケ原木林 

コナラ 

 

飯舘村 

個人所有林 いぐね 

スギ，ヒノキ，他 

放射性物質が降下した地域の森林 
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２０１２年の調査 
枝葉や樹皮の濃度が高い 

樹皮の内側にも検出される 
枝葉に多量 当
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空間線量率１.８μSv/hの林のスギ 
樹高23.2m  枝下15.7m 
落葉落枝層の放射能 １２０,０００Bq/kg 
土壌０～２㎝の放射能 １２,０００Bq/kg 
土壌２～５㎝の放射能 １,５００Bq/kg 
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空間線量率１.８μSv/hの林のアカマツ 
樹高22.2m  枝下14.6m 
落葉落枝層の放射能 １２０,０００Bq/kg 
土壌０～２㎝の放射能 １２,０００Bq/kg 
土壌２～５㎝の放射能 １,５００Bq/kg 
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２０１２年の調査 
枝葉や樹皮の濃度が高い 

松では，樹皮の内側は少ない 



空間線量率３.６μSv/hのスギ林のスギ 
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２０１２年の調査 
樹皮の濃度高いが 

杉では 樹皮の内側にも検出 
とくに，心材に濃い 
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空間線量率１.８μSv/hのスギ林のアカマツ 
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２０１２年の調査 
樹皮の濃度高いが 

杉では 樹皮の内側にも検出 
とくに，心材に濃い 

松では 樹皮の内側は少ない 
 

南相馬市2012 
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２０１２年の調査 
→ 杉の幹の中には どこから入ったか？ 

 

南相馬市2012 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
形成層の外側，すなわち樹皮を剥いでも，樹液流は影響を受けません。



空間線量率１.８μSv/h 
 落葉落枝層 ９６,０００Bq/kg 
 土壌０～２㎝ ４３,０００Bq/kg 
 土壌２～５㎝ ２,７００Bq/kg 

２０１２年の調査 
杉の幹の中のセシウムはどこから入ったか？ 

 

セシウム降下直前に伐倒され 
葉が着いたまま 
林内に放置されていたスギ 
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→大部分が根を経ずに木部に入った 
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市内各地の私有林のいろいろな木 

・コルクボーラでφ12mm樹皮採取 

・成長錐で材片採取 

 → IPで分布観察 

南相馬市2012 

２０１２年の調査 
→ 杉以外の幹の中にも入っているか？ 

 



空間線量率 
        μSv/hr       1.5           9.48             0.41               1.64            1.29 
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南相馬市2012 

セシウム降下後に発芽した個体 

土壌 

２０１２年の調査 
→ 根からは入らないのか？ 
 



→再浮遊や二次沈着のない環境での実験をすべき 

樹皮表面      樹皮内面＝篩部         土壌 
       スギ 

表面    内面＝篩部 
ヌルデ    

１年生スギ実生 

南相馬市2012 

セシウム降下後に発芽した個体 

土壌 

２０１２年の調査 
→ 根からは入らないのか？ 
 



南相馬市2012 

→再浮遊や二次沈着のない環境での実験をすべき 
２０１２年の調査 
→ 根からは入らないのか？ 
 東京で育ててきた苗を南相馬市の土に移植し 

温室内（東京）と南相馬市の森林内で育てる 



南相馬市の林床から採取した30000kBq/kgの土壌を 
培土として３ヶ月間ポット栽培 

温室内での栽培試験 
周囲からの二次沈着や地表からの再浮遊がない条件 

 

杉も松も土壌中のセシウムを根から吸収しうる 

南相馬市2013 
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２０１３年の調査 
枝葉のセシウムがやや減った 

樹皮の濃度もやや減った 
やっぱり杉では 樹皮の内側にある 

特に心材に多い 
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２０１３年の調査 
枝葉のセシウムがやや減った 

樹皮の濃度もやや減った 
やっぱり杉では 樹皮の内側にある 

特に心材に多い 
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２０１３年の調査 
新しい葉にもセシウムが含まれる 

事故当時の当年生部位が最も濃い 
方角による違いはわからない 

放射性セシウム濃度 Bq/kg 

南相馬市2013 

とにかく，１本の木の中でも葉のセシウム濃度はバラツク 
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２０１３年の調査 
簡便法（ハンドドリルによる切削）で多点調査 

空間線量率が高い林の木ほど幹の濃度が濃い傾向 
それにしても バラツキが大きい 
アカマツ木部はスギより少ない 

←葉が少なかったから?? 

南相馬市2013 
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２０１４年の調査 
とにかく継続調査 



Cryptomeria 樹高19.6ｍ 
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２０１４年の調査 
とにかく継続調査 



137Cs conc. Bq/g 

樹皮 辺材 心材 

同一林分での伐採調査2012～2014 

南相馬市2014 
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２０１３年の調査 

森林を伐採して，新たな苗を植える 

南相馬市2014 
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飯舘村2014 



木の中の放射性セシウム 

葉 

事故当時，落葉樹（コナラなど）は落葉期だったが，常緑樹（スギ，ヒノキ，マツなど）には直接沈着. 

落葉樹は１年以内に落葉し入れ替わるが，常緑樹は１年以上，保持. 
 ・マツは２年でほぼ入れ替わる. 
 ・スギでは数年（不詳）. 肥大成長が速いほど 早く葉も落ちるはず ☜４年経っても部分的に残っている 
 ・スギの場合，葉（鱗片葉）と枝（木部）と分別分析が難しい. 

事故当時に着生していた葉に，いまだに高濃度に吸着. 

新たに展開した葉にも含まれる. 
 ・カリウムの類似物として移動してくる可能性 

上層の枝葉から表面を伝ったり 降雨に混入したりして，二次沈着する可能性 

落葉し，土壌表面に堆積→循環する可能性 



木の中の放射性セシウム 

樹皮 

事故当時，最表層に直接沈着. 

外側から部分的に剥がれ落ちていく. ☞剥がれ落ちた個所はセシウム濃度が低下 
  不均質に剥がれ落ちるので，セシウム濃度も不均質 

すべてが入れ替わるまでの時間は不詳. ☜未だに高濃度 
 ・樹種によって大きく異なるはず   
 ・肥大成長が速いほど 早く剥がれ落ちるはず. 

内側（形成層）で作られる新たな樹皮にも含まれる可能性. 
 ・枝葉から表面を伝って移動する可能性 

剥離し，土壌表面に堆積→循環 

 
木部（樹皮の内側，いわゆる木材） 

濃度は低いが，含まれている 

スギでは，辺材より心材に高濃度 

 ・事故後，早い段階で心材にまで，系根ではなく，移行していた 

 ・心材化にともない，カリウムの類似物として移動している可能性 

脱落せずに，長期的に蓄積していく器官 

高濃度の樹皮や枝葉から，あるいは根が吸収して，移行してくる可能性 
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日本の林業／福島の林業 



樹木の伝染病 



樹木の伝染病 

南相馬市原町区 2012 南相馬市小高区 2012 

飯舘村 2014 田村市都路町 2015 
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